
   2023 年度第１回例会のご案内 (yob-tky.net) 

 

酒文化探訪の会 2023 年春の例会 

 

 

 

庭のアジサイが、鮮やかに花咲く季節となりました。 

当同好会の例会開催は、前回「ワイン講座Ⅱ」（2019年 11月 20 日開催）から実に３年半

ぶりです。再開最初の例会は、日本酒にあらためてフォーカスし、題して「日本酒新発見

の会」と致しました。会場は、日本酒の品ぞろえと美味しい和洋料理の人気店「珈穂音」（カ

ポネ）を貸し切っての開催です。31名の方々にご参加いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日時   2023 年 6月 21日（水曜日）15：00～17：00 

■会場   和風レストラン「珈穂音」（カポネ） 

       新宿区新宿３－２２－１２ 三平本館（新宿サンパーク本館）５Ｆ 

       （☎０３－３３５２－１５３９）http://www.capone.jp/ 

■内容   和洋とりあわせた酒肴を味わいつつ、3銘柄の日本酒を楽しみました 

■人数   ３１名（内、女性 6名） 

 

「日本酒新発見の会」のご報告 

http://sake.yob-tky.net/230621saketb-goannai.html
http://www.capone.jp/


 

 

     

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）永井代表世話人挨拶 

「夏の酒をメインに、３銘柄を 

ご用意致しました」 

大嶺酒造 

「夏純かすみ生酒」 

天吹酒造 

「夏に恋する特別純米」生 

 

(右)乾杯のご発声は青木御大 

ビールで乾杯‼  

いよいよ会が始まりました。 

 

これは“つきだし”というものか 

 

紫波酒造店 

「紫宙」純米吟醸無濾過原酒 

 

当日の３銘柄ご紹介 

【大嶺酒造】 山口県  アルコール度数 14.5 

「夏純かすみ生酒」 

５０年の眠りから復活した幻の蔵 

契約栽培された山口県産の山田錦を 50％まで磨き、手間

暇かけて醸しています。 

底に沈んだ「もろみ」をゆっくりと上下させてグラスに注

ぎます。 

程よい酸味があり微発泡性を感じさせます。 

 

【天吹酒造】 佐賀県  アルコール度数 16.0 

「夏に恋する特別純米」 

300 年の長い歴史を持つ天吹酒造の夏酒 

山田錦を60％まで磨き日本酒度＋13まで発酵させた 

辛口酒です。 

夏の酒をイメージさせたスイカのラベルがユニークです。 

常温近くなると更に辛さが増します。 

 

【紫波酒造店】 岩手県  アルコール度数 15.0 

「紫宙」純米吟醸無濾過原酒 

明治３６年創業で今では女性南部杜氏第一号の小野裕美さんを 

中心に酒造りをしています。 

「紫宙（しそら）」の原料米は酒米ではなく、岩手の飯米（食用米）

銀河のしずくを使用しています。５５％まで磨き甘みを感じる仕上

がりになっており飽きの来ない味に仕上がっています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

内山さん（左） 

ピアノ技術でクレーム処理を 30 年担

当していました。歌えないし楽器は弾

けない。酒だけは飲めますので今回初

参加しました。 

(ハードロックの大ファンです) 

 

梅蔭さん (右) 

子どもの頃、酒飲みの大人が大嫌いだ

った。ヤマハに入ったとたん、毎日「「酒

とともにありぬ」です。「酒は飲むべし、

飲まれるべし」がモットー(いいこと言

うね、おぬし)。 

 
小坂千さん（左） 

世話人の方（金森さん）に、ぜひと誘

われ参加しました。お酒は嫌いじゃな

いです。 

（ごめんなさい。でも有難う） 

澤田さん（上）   

財団OBです。ヤマハ㈱には仙台で５

年出向していました。その時に日本酒

が大好きに。ここ３年半、外では飲ま

ずもっぱら家で高めの酒を飲んでいま

した。（東北は銘酒が多いですもんね） 

中溝さん（右） 

渋谷店エレクトーン担当で３年勤務し

ていました。OB会のコーラス同好会

に参加できて、「ヤマハにいてラッキ

ー」と思います。 

（酒と歌、命?） 

半田さん（上） 

退職してまもなくから会報編集をし

ています。先月の総会に初めて参加

し、日本酒コーナーの係をさせてい

ただきました。今回もそのご縁で参

加しました。 

（日本酒コーナー盛上りましたね） 

藤嵜さん (下) 

文化を学ばなくちゃと思い、「酒文化探

訪」の会に参加しました。楽しみで昨

日から眠れませんでした。 

（パソコンの巨匠です） 

初参加者のご紹介 

橋詰さん（上） 

PA 営業で浜松と東京を往復してき

ました。実は孫娘が 3～４年前大卒

後、金沢市の「天狗舞」を造ってい

る酒蔵で女杜氏を目指しています。

彼女が杜氏として実際に造ったら、

みなさんに持ってまいります。（PA

の名手。お孫さんのお酒、楽しみに

待っております） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーブル A 

テーブルＣ１ 

テーブルＣ２ 

テーブルB 

２時間という枠の中で、楽しい時間を過ごしていきました。 

各テーブルのスナップです 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

テーブルＤ 

アラカルト（”おまけ”ともいう?） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

  

 

 

楽しい会もいよいよ終盤、 

中締めに布施御大登場！ 

 
店主挨拶 

「永井様の紹介で」と言って

くれればサービスします?？ 

永井代表世話人挨拶 

「二次会も来てね！」 

二次会は今話題の「歌舞伎町タワー」！ 

その２F にある「北海道食祭」にて引き続き開催 

各テーブルのスナップです 

 

名物の“ロールキャベツ” 

齋藤御大のご挨拶とご発声で豪快にスタートです！ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年半ぶりの例会も無事に終了し、参加された皆様の笑顔が絶えないステキな会となり

ました。会場を提供していただいた和風レストラン「珈穂音」にも感謝しております。 

二次会は今、TVなどで盛んに取り上げられている歌舞伎町タワーに移り「「珈穂音」の余

韻が覚めやらぬまま「北海道食祭」で食事を楽しみました。 

次回も愉しい企画を練りますので、案内が届くまでもうしばらくお待ちください。今回

はご参加ありがとうございました。 
 

 
 

2023 年 7月 2日 
 
 

酒文化探訪の会 
 

         代表世話人： 永井「   
           世話人： 金森「   

熊谷「   
佐々木「   
山田「  

 
 
 

【本レポート】 文責：佐々木  写真：佐々木・熊谷・金森 
 

皆さま、お疲れさまでした！ 

（歌舞伎町タワー前にて） 

切切れてｊ

きれて

「\\て滝れ

切れて 

切れてた！ 

ゴメンm(__)m 

富沢さんかいな 

(*_*) 

【ご参加者】(敬称略「赤字：女性)  

青木・池尻・磯貝・袰川・岩佐・内山・梅蔭・大内・小坂 

・加藤（里）・金森・岸・木戸・熊谷(孝)・齋藤・佐々木(仁) 

・澤田・柴原・竹ノ内・田中(達)・谷口・寺山・富沢・永井 

・中溝・橋詰・半田・藤嵜・布施・三国・山田(知) 
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